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申請者自身が幼少期に得た原体験を想起させる豊富なイメージとともに、その後多様な風土や宗教、文化か
ら直接に得た実感は、絵画制作の発想と表現における根拠として生かされてきた。画面上の主な位置には若い
女性を配し、その仕草や表情にも、周囲の装飾や簡略化にも、自身の表現上の工夫が見られた。これは論文主
題に含まれる「暗示と想起の形」を強く目指しての考慮によるもので、単に装飾的考案とはいえない。画面に
描く対象について具体詳細な説明描写に徹することも、その有様の抽象化を進めることもせず、現実と非現実
の境をおぼろげなる状況とすることが制作の定法であった。 
提出作品「実り」は紙本彩色の大作(3500×1600㎜)で、画面は中央のパネルを主体として、両翼に幅の狭い
パネルが加わって全体が構成された。中心に二人の若い女性を配しているが、相互に作用し合う感情表現は見
られず、また、着衣の様子も対照的であった。簡素な装いで素足の女性は存在自体の魅力を意識し、華やかな
飾りを身に着けた女性の方は、面貌や装う姿と共にその人物の思想を暗示することを願ったようであり、果実
は豊かさや美の象徴として添えたという。周囲は明るい薄茶系の彩色で多くを説明しない。画面上、顔料の層
の重なりは比較的に薄手ではあるが、魅力に富む絵肌となっていた。この作品は、豊かさの意味を自身に問い、
形象化する研究制作であったと申請者は語る。 
提出作品「UNION」は紙本彩色の作品(2100×1600㎜)で、パネル３枚を仕立て、一つの画面とした。申請者
は以前よりエゴン・シーレやオディロン・ルドンに関心を寄せてきた。装飾性と共にシンプルな作品構成によ
る画面からは多くの示唆を受けた様子が窺える。３分割された画面からは、あたかも三面鏡の前に佇む一人の
ムスリム(イスラム教徒)の若い女性を描いたかの様子であるが、鏡ではなく、モザイクに囲まれたイスラム世
界に住む二人の女性を描いた作品であった。様々な模様のスカーフを纏った正面を向く女性と、髪を三つ編み
にした女性の後ろ姿を背中合わせに構成し、両様とも見える入り混じったイメージを中軸に、時代性を反映し
た越境か、あるいは融合への幻想かを、自由に空想させようと示したかのようであった。この作品の背景も明
るく穏やかな空間であり、静かな平面性も併せ持っていた。 
審査会において、提出作品が学位にふさわしい優れた内容であると全員が高く評価し、合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
絵画における理想の空間は「現実でありながら、幻想が共存できる自由な精神的世界であり、その境目を探
しながら描いている」と考える筆者が、その世界を越境の時空ととらえ、その空間と自身の表現との関係を論
述して作品にしている。 
作品の殆どを人物がメインに位置し、その周りを動物・静物が写実的かつ平面的に配置されている。その表
現方法は極めて端的で、優れた素描力と構成で少ない作業で大胆かつ静的に表現されている。その表現の中に
気韻生動が感じられる。 
申請者は東京芸術大学絵画科日本画に入学以降、学部、大学院を通じ人物を中心に異国の調度品・花・動物
などを配置し構成した作品を多く描いていた。卒業制作（2010年）「萱草に寄す」・修了制作（2012年）「旅」
は共に異国の香りのする完成度の高い作品を制作している。博士課程入学後1年休学し、海外にも積極的に取
材に出ている。 
博士課程の提出作品「実り」「UNION」は共に今までのような多くのモチーフの構成的な作品から脱却し広い
色面（空間）を取り入れた画面は素材の知識・方法の習得に幅広い勉学、研究が必要になるが、意欲的な行動
力と精神的な探求心で完成度の高く、作品のすべてに流れる詩情と気韻する生動により心に響く作品となっ
た。 
論文においては「越境の時空－暗示と想起の形」と題し〈1章 越境するイメージ〉〈2章 リアルとリアリ
ティ〉〈3章 越境と認識のプロセス〉と説いたうえで現実と幻想であることが許される媒体としての理想の空
間、理想と白昼夢の狭間、その境目を描いているとしている。 
2015年11月30日、12月15日、主査、副査である日本画研究室教員の4名（梅原・関・手塚・斎藤）及び論文
担当第1副査、佐藤道信教授と共に審査会を行い、博士学位授与に値すると判断した。 
審査会において審査対象の作品は独自の視点と感性をもった神経の行き届いた作品で完成度も高く、高い
水準に達していると評価され、全員が合格と判定した。
